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感染症創薬科学の新潮流

感染症創薬に向けた研究基盤の構築と新規モダリティ等
の技術基盤の創出

研究開発目標

達成目標

本研究開発目標では、感染症創薬研究の基盤・技術や既存の創薬シーズを、実用化を見据
えて戦略的に組み合わせて、異分野融合基礎研究を強力に推進することにより、創薬研究の
中で律速となっている課題の解決を目指す。具体的には、以下の３つの達成を目指す。

（１）感染症の予防・治療に資する創薬モダリティ等の新規開発
（２）既存モダリティの感染症創薬への最適化
（３）感染症に対する革新的予防・治療薬の創出あるいは感染症創薬研究の飛躍的な

加速に資する基盤技術の新規開発
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研究開発総括（PS）の紹介
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土井洋平
（藤田医科大学医学部 教授、ピッツバーグ大学医学部 教授）

1998年に名古屋大学卒業後、安城更生病院、国立感染症研究所を経て2003年より米国ニュー
ヨーク州・セントルークスルーズベルト病院で内科研修、2005年よりペンシルバニア州・ピッツバーグ大学
医療センターで感染症内科研修。2008年からピッツバーグ大学医療センター助教授、2016年より准
教授、2021年より教授として感染症診療・教育に携わる傍ら、薬剤耐性菌の基礎・臨床研究を推進。
2018年より藤田医科大学医学部教授。米国NIH薬剤耐性菌研究ネットワーク(ARLG)グラム陰性
菌部会長、米国感染症学会総会(IDWeek)プログラム委員、米国微生物学会総会(ASM 
Microbe)プログラム委員。
。

薬剤耐性菌の耐性機序の解明を通した阻害薬の同定・開発
臨床的に問題となる薬剤耐性菌のゲノム疫学研究
新規および既存抗菌薬を耐性菌治療に応用するための臨床研究

略歴

昨今の研究方針
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研究開発副総括（PO）の紹介
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松浦善治
（大阪大学感染症総合教育研究拠点 拠点長、
大阪大学微生物病研究所・特任教授)

1978年に宮崎大学農学部獣医学科を卒業し、1980年に北海道大学獣医学部大学院修士課程を
修了後、第一製薬株式会社中央研究所を経て、1982年に国立予防衛生研究所に入所。1984年
から2年間のオックスフォード大NERCウイルス学研究所留学を経て、1992年に国立感染症研究所ウイ
ルス第二部肝炎ウイルス室長。2000年に大阪大学微生物病研究所教授、2015年から4年間同研
究所所長。2021年に大阪大学を退職し、同年に設立された大阪大学感染症総合教育研究拠点の
拠点長に就任。2017年より日本ウイルス学会理事長。2013年にC型肝炎ウイルスの増殖と病原性
発現に関与する宿主因子の研究で第56回野口英世記念医学賞を受賞。

ウイルスの感染増殖機構の細胞生物学および分子生物学的解析
ウイルス感染症の新規制御法の開発
感染症研究分野の若手研究者の育成

略歴

昨今の研究方針
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研究開発領域イメージ



Copyright 2022 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved. 6

研究開発領域の概要

感染症創薬分野における基礎研究を飛躍的に加速させるための基盤および技術の
確立を目指す。
⚫ AMEDなどがサポートする国内の感染症研究拠点や研究者ネットワーク、各種の
研究手法・リソースの有効活用

⚫ 感染症学や微生物学に限定されない様々な分野の研究者の参画や国内外の
研究機関・製薬企業等との有機的な連携を通して、異分野融合を推進

⚫ 新規モダリティの創出や既存モダリティの最適化、感染症創薬の革新的基盤技
術の創出につながる成果の蓄積

新興再興ウイルス感染症、薬剤耐性菌などを制御するためには、病原体
そのものや宿主との相互作用を理解したうえで、予防・診断・治療法の研
究開発を社会実装できるプロセスを迅速に進める必要がある。
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細菌、真菌、ウイルス等の感染症創薬研究の基盤・技術や研究リソース、
既存創薬シーズの実用化を見据えた戦略的な組み合わせ、様々な分野
の研究者の参画や最先端研究との異分野融合、国内外の研究機関・製
薬会社との有機的な連携を強力に推進することにより、感染症創薬の基
礎フェーズにおいて律速となっている課題の解決を目指す。
若手の研究者の積極的な提案と参画を期待、また、先進的な研究を
行っている海外機関との連携が図られている提案を奨励する。

7

採択方針

【AMED-CREST】

(1)感染症の予防と治療に資するモダリティ等の新規開発研究
(2)既存モダリティの感染症創薬への最適化
(3)感染症に対する革新的予防・治療薬の創出あるいは感染症創薬研究の飛躍的な加速

に資する基盤研究等の提案

＊本領域は、実用化を見据えて、感染症創薬研究の基盤・技術・シーズの戦略的な組み合わせや、
異分野融合研究を推進する研究体制を敷くため、ユニットタイプ（AMED-CREST）のみ募集する。
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令和3年度 採択課題一覧

研究開発課題名
研究開発
代表者

所属機関 役職

ウイルス感染時の膜とイオンダイナミクスに関する
研究開発

大場 雄介 北海道大学 教授

細菌感染症創薬に向けた新規抗菌カプシドの技術
基盤の創出

崔 龍洙 自治医科大学 教授

革新的化合物探索・合成手法による新規抗菌
アジュバントの創出

鈴木 仁人
国立感染症
研究所

主任
研究官

難治性感染症制御に資する細菌持続感染機構
解明と次世代型抗感染症化合物の創出

高屋 明子 千葉大学 准教授

仮想人体モデルを基盤とした感染症創薬プラット
ホームの構築

高山 和雄 京都大学 講師

免疫系ヒト化動物を活用した抗感染症ヒト抗体
創成基盤の確立

冨塚 一磨 東京薬科大学 教授
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研究開発提案例※公募要領抜粋（１）

• 病原体増殖におけるエピジェネティクス制御、マイクロバイオームの役割、宿主感
染制御機構の解明を通じた、新規治療コンセプトの確立とモダリティ開発

• 細菌の毒素分泌システムやクオラムセンシング転写因子の制御などによる病原
体の病原性発現機序を標的とした、新規抗菌薬（低分子、天然物、その他
モダリティ）開発に向けた探索研究

• 性感染症などの原因細菌・真菌・ウイルスにおいて、病原体の薬剤耐性機構の
解明や長期にわたる潜伏・持続感染機構の研究と、それらに基づく新規治療コ
ンセプトの確立

• 核酸医薬、ペプチド、ナノボディ、標的蛋白質分解誘導化合物などの抗微生
物薬への応用研究と技術基盤構築

• 病原体の薬剤耐性機構の解明および当該耐性機構を阻害または解除する薬
剤開発に向けた研究基盤の構築

• 現在有効なワクチンが存在しない、または有効性の改善が求められている病原
体を対象とした、革新的な防御抗原探索基盤の構築と適切なモダリティ確立に
向けた研究
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研究開発提案例※公募要領抜粋（２）

• ヒトの感染病態を再現できるモデル動物の開発および「ヒト型」を指向した、ヒト
化マウス、キメラ、iPS細胞由来ヒト組織等の応用研究

• 病原体蛋白質の構造解析・蛋白質科学を活用したバーチャルスクリーニングの
精緻化研究、化合物最適化のためのラショナル・ドラッグ・デザインに関する研究。
Wet試験での検証による感染症創薬開発期間の飛躍的な短縮

• Reverse Translational Research (rTR)、マルチオミクス解析、ビッグデー
タの活用による感染症創薬AIプラットフォームの構築

• 病原体ゲノムの変異に関するデータベース等を活用することによる、病原体の免
疫逃避機構、自然宿主との共生の最適化、薬剤耐性株出現予測などの、生
物統計学・数理科学的解析手法の開発や流行予測の基盤技術構築に向け
た研究。また、それに即時対応できるモダリティの開発
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- 研究仮説と到達目標を明確に示すこと。

- 研究開発代表者および研究開発分担者の各研究プロジェクトがどの
ように相乗効果を生み、研究提案全体の到達目標に寄与するのか
を明確に記載すること。

- 研究期間内に実現可能な研究計画を策定し、計画通り進まなかっ
た場合の対応策についても具体的に記載すること。

- 具体的な感染症を標的とした創薬研究については本領域の主題で
はないものの、到達目標を実現するにあたってのproof of concept
として研究提案に組み込むことは差し支えない。

- SARS-CoV-2 をベースとした研究の場合、新たな病原体への応用
を中心とした提案とすること。
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提案に際しての留意点（１）
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- 合理的かつ挑戦的な異分野連携を奨励する。

- 若手の研究者が主体的役割を担う提案を奨励する。

- 既存あるいは新規のネットワークを介して、先進的な研究を行ってい
る海外機関との連携を奨励する。

- 本事業においては非臨床試験以降の開発フェーズは対象外である
が、研究開発の進捗状況に応じて他事業等への導出を勧奨する。

- 感染症創薬に向けた新規モダリティ等の技術創出を目指すことから、
当該分野の臨床に携わる医学研究者の参画を推奨する。
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提案に際しての留意点（２）
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本研究開発領域の研究費・研究期間

本領域では、感染症創薬に向けた研究基盤構築と新規モダリティ等
の技術基盤創出に関する多種多様な研究課題を採択するため、以
下の条件で研究提案を募集します。

提案タイプ 研究開発費 研究期間 課題数

AMED-CREST
（ユニットタイプ）

総額3億円以下
（直接経費）

5年半以内 3～5件程度
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総括・副総括からのメッセージ

- 本課題はコロナ禍を契機に生まれたものではありますが、これに限らず今後登場す
る、あるいは増加することが予想される感染症から国民の安全や健康
を守るための創薬開発プラットフォーム及び強固な研究者ネットワークの構築を到達
目標としています。

- 感染症創薬が停滞してきた現状分析に立脚し、新たな、または他分野で活用
され始めている創薬モダリティを創出、最適化する提案を強く奨励します。

- 本課題の期間は5年半ですが、感染症の脅威は今後も継続することから、課題終
了後も人材、技術、研究インフラの各面で当該分野が継続、発展し
ていくための方策もぜひ組み入れてください。

- 若手の研究者が研究開発提案者となる提案を特に歓迎します。

- 基礎研究を主眼としますが、AMED-CRESTとして出口戦略を重視する観点から、

臨床的意義や有用性を常に意識する研究計画としてください。
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他事業との連携

本領域では、令和 3 年度より、「AMED新興・再興感染症研究基
盤創生事業 （多分野融合研究領域）」 に採択された研究者との
研究交流の機会を設け、課題間の議論や共同研究等への進展を促
し、両事業間の連携を積極的に進めています。



Copyright 2022 Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved.

感染症創薬に向けた独創的・創造的な研究基盤
の構築や、革新的な技術基盤を創出する研究提
案をお待ちしています。多分野連携チームの参
入も期待しています。奮ってご応募ください。
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